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主要区分 実施事業 実施事業内容

1
県道三木綾川線バイパ
スルート（仮称）

県道三木綾川線バイパスルート
（仮称）の整備

　現在の県道三木綾川線は，朝夕のラッシュ時には自然渋滞が生じ，
救急車等の緊急車両の通行の妨げとなっており，その対応が急務であ
ると，地域住民から強く望まれております。
　また，香川町と香南町を分断する香東川には，川部橋から城渡橋ま
での約３．１キロメートル間に橋梁がなく，交通が遮断されているほ
か，高松空港を結ぶ県道および市道と連携した交通ネットワークの強
化が重要な課題となっております。
　このようなことから，県道三木綾川線バイパスルート（仮称）の整
備を，事業主体である香川県に対して強い働きかけを要望するもので
す。
　また，県道川東高松線から県道千疋高松線まで延長約２．５キロ
メートル間については，特に緊急性を要するため，高松市として合併
特例債を活用した市道による整備を要望するものです。

1
都市計画課
交通政策室

　周辺市町も含めた広域的な交流を促し，経済・産業・文化
など，様々な分野における活性化を図るためには，合併地域
を含む本市全域における円滑な道路ネットワークの構築が必
要不可欠と考えていることから，県道三木綾川線バイパス
ルート（仮称）構想の推進について，去る９月２８日に香川
県市長会議で県に対し，要望を行ったところであり，今後と
も，早期整備に向けた積極的な要望を行っていく。
　なお，市道による整備については，現在，県において，調
査費を計上し，現道の県道三木綾川線における交通量・混雑
の状況等の調査予定と聞いており，その具体化については，
同バイパスのルートや規格等の決定が前提となることから，
県に対し，この点について，早急に検討するよう，要望して
いきたいと考えている。

　周辺市町も含めた広域的な交流を促し，経済・産業・文化など，
様々な分野における活性化を図るためには，合併地域を含む本市全
域における円滑な道路ネットワークの構築が必要不可欠と考えてい
ることから，県道三木綾川線バイパスルート（仮称）構想の推進に
ついて，昨年９月に香川県市長会議で県に対し，要望を行ったとこ
ろであり，引き続き，早期整備に向けた積極的な要望を行ってい
く。
　合併特例債を活用した市道による整備については，ただ今のとこ
ろ，困難と存じますので，引き続き，県に対し，早期整備に向けた
取組みを強く要望してまいりたい。

2 香南小学校改修事業
香南小学校中教室棟・北教室棟改
修工事

　香南小学校の耐震補強および大規模改修工事については，平成１５
年度に国庫補助事業の認承を受け，１６年度に屋内運動場を，１７年
度には南教室棟の耐震補強等工事を終えています。
　未改修となっている，中教室棟・北教室棟については，既に実施設
計業務が完了していることから，早急な改修工事の完了を要望するも
のです。

2
教育部総務
課

　香南小学校の中・北校舎の耐震化については，耐震診断
の結果（ｂ）評価「大地震時に崩壊，機器類の破損等の危険
性がある」であり，耐震改修の必要な建物ではあるが，高松
市のｂ評価の建物の中では，比較的高い耐震性能を有してい
る。しかし，合併前に既に耐震補強の実施設計も完了してい
ることから，その点も考慮する中で，今年度中に策定する耐
震化計画の中で位置付けを検討し，早急に対応したい。
　なお，改修工事については，本市は，現在，校舎等の耐震
化を最優先として重点的に取り組んでいるところであり，老
朽化に伴う改修は，全市的な状況を見る中で，今後，順次，
取り組んでいきたい。

  平成１９年２月に策定した「高松市立学校施設耐震化実施計画」
に基づき，香南小学校中・北棟校舎については，今年度，耐震改修
工事に着手するため，現在発注事務を進めており，夏休み前には契
約の予定である。

香南保育所改修事業 保育課

　香南保育所の建替え整備については，合併協議に係る建設
計画での位置付けや老朽度を踏まえ，平成１９年度に建替え
整備に当たって，隣接する保育所と幼稚園のあり方や，建築
方法等改築に向けた基本構想を策定していきたい。

香南幼稚園改修事業
教育部総務
課

　香南幼稚園の園舎については，昭和45年建設で高松市内の
幼稚園舎の中でも最も古い施設となっていることから，平成
１９年度において，隣接する保育所も含めた幼保一元化も併
せて検討する中で，改築に向けた基本構想を策定していきた
い。

4 中央公民館の改修事業 香南公民館のバリアフリー化

　香南公民館の耐震化工事を行うとともに，本公民館が生涯学習の拠
点として，また，災害時の避難所としての機能が十分果たせるよう，
バリアフリー化（エレベーターの設置，身障者用トイレの設置等）を
要望するものです。

4 社会教育課

　１８年度に香南公民館を含め３館の耐震診断を行い，診断
結果により耐震化対策が必要な公民館は，２０年度に耐震補
強工事の実施設計を行い，２１年度から耐震補強工事を実施
する予定である。
　また，公民館のバリアフリー化については，これまで全市
的に改築や施設修繕を行う中で，必要に応じて可能なものに
ついて整備をしているところであり，公民館が生涯学習の拠
点施設として，高齢者や障害者にやさしい施設となるよう，
また，より快適に利用できるよう整備を図っていきたい。

　香南公民館は，平成１８年度の耐震診断の結果，建物本体は十分
な耐震性が認められたが，大屋根は補強が必要な状況である。１９
年度に耐震の補強策を検討し，２０年度に耐震補強工事の実施設
計，２１年度に耐震補強工事を実施する予定である。
　また，公民館のバリアフリー化については，これまで全市的に改
築や施設修繕を行う中で，必要に応じ可能なものについて整備をし
ており，公民館が生涯学習の拠点施設として，高齢者や障害者にや
さしい施設となるよう，また，より快適に利用できるよう整備を
図っていきたい。

3

担当課

香南保育所・幼稚園建替工事

平成19年度に実施（計画・変更）要望する事業

平成１９年度における各部局の対応状況

（　香南地区　）

№

3

　香南保育所および香南幼稚園は，昭和４５年度に建設され，一部の
増改築工事を行いながら現在に至っており，特に，保育所ではプレハ
ブの保育室を借上げて保育している状況です。
　香南地区の保育所・幼稚園は，一か所ずつであり施設も隣接してい
るので，幼保一元化に取組むとともに，施設の老朽化が進んでいるた
め，保育所と幼稚園が同一建物となる建替工事の施工を要望するもの
です。なお，幼保一元化後における職員の配置については，適正な配
置を要望するものです。

地域審議会からの要望に対する各部局の対応方針の概要要望の趣旨等
地区別
優　先
順  位

　香南保育所および香南幼稚園の建替え整備については，平成１９
年度において，合併協議に係る建設計画での位置付けや老朽度を始
め，隣接する保育所と幼稚園の一体化について審議している「高松
市立幼稚園のあり方に関する懇談会」等の意見を踏まえ，改築に向
けた基本構想を策定していきたい。

平成１９年度建設計画実施計画に関する要望への対応状況
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担当課

平成19年度に実施（計画・変更）要望する事業

平成１９年度における各部局の対応状況

（　香南地区　）

№ 地域審議会からの要望に対する各部局の対応方針の概要要望の趣旨等
地区別
優　先
順  位

平成１９年度建設計画実施計画に関する要望への対応状況

5
コミュニティバス等の
運行

香川町シャトルバスの路線延伸お
よび空港リムジンバスの停留所増
設

　高齢者，児童・生徒等交通弱者の移動手段となるよう，香川地区で
運行されている香川町シャトルバスの高松空港への路線延伸を行い，
香南地区内を含めた「香川・香南シャトルバス」（仮称）として，運
行を要望するものです。
　また，空港直行リムジンバスの運営会社に対して，高松市から香南
地区内での停留所増設の働きかけを強く要望するものです。

5
（新）

都市計画課
交通政策室

　香川町シャトルバスの高松空港への路線延伸については，
既存の路線バス由佐・池西線の運行状況などを踏まえ，今
後，研究していきたいと考えている。
　また，空港直行リムジンバスの香南地区内での停留所増設
については，ことでんバスに働きかけていきたいと考えてい
る。

　香川町シャトルバスの高松空港への路線延伸については，既存の
路線バス由佐・池西線の運行状況などを踏まえ，引き続き，研究し
ていきたいと考えている。
　空港直行リムジンバスの香南地区内での停留所増設については，
引き続き，ことでんバスに働きかけていきたいと考えている。

市道香川綾南線道路改良工事

　市道香川綾南線の道路改良工事については，宮の下交差点から香南
小学校までの間の拡幅工事を早急に完了させるとともに，未整備区間
の「しげなり医院」に至る東側約３０メートルの間は極端に幅員が狭
くなり，朝夕の通学時間帯には大変危険であることから，早急な改良
工事の施工を要望するものです。

道路課

　市道香川綾南線道路改良工事のうち，宮の下交差点から香
南小学校までについては，平成１９年度に完了予定である。
　同路線の未整備区間については，次期計画として，新たに
代表者を決めていただき，土地所有者や水利関係者の同意が
得られるようであれば，所定の要望書を提出していただくよ
うになる。要望書が提出された後，測量・設計を行い，全て
の土地分筆登記および所有権移転登記を終えてから，工事に
着手することになる。
　平成１９年度に，未整備区間の測量に着手したいと考えて
いる。

　市道香川綾南線の道路改良工事については，宮の下交差点から香
南小学校までの間の拡幅工事については今年度末で完了する予定で
ある。
　また，未整備区間の「しげなり医院」に至る東側区間について
は，今年度，地元代表者を決定し，土地所有者，水利関係者の同意
が得られれば，所定の要望書を提出していただき，測量に着手し，
基本となる線形，幅員構成等を決定する。
　なお，整備手法については，国庫補助事業や合併特例債の活用等
について検討を行う。
　現在は骨格予算であり，６月議会で補正する予定である。

市道南原音谷線道路改良工事

市道城渡吉光線道路整備事業

　市道南原音谷線のうち，「しげなり医院」から県道三木綾川線まで
の約２８０メートル間は開渠水路であり，交通量が多く車の対向も難
しいことから，暗渠水路に変更することにより道路の拡幅を要望する
ものです。
　また，市道城渡吉光線については，香南町時代から拡幅整備をして
おりますが，西部クリーンセンターまでの未整備区間について調査費
を計上し，早期整備が図られるよう要望するものです。

道路課

　市道南原音谷線の水路の暗きょ化については，地先土地所
有者や水利関係者の同意が得られるようであれば，自治会長
等が代表者となって，所定の要望書を提出していただき，そ
の後，測量・設計を行い，着工となる。
　また，市道城渡吉光線についても，請願道路として，土地
所有者や水利関係者の同意が得られるようであれば，所定の
要望書を提出していただき，要望書が提出された後，測量・
設計を行うこととなるが，香東川左岸堤防上の道路のため，
県の工事許可協議を経て，全ての土地分筆登記および所有権
移転登記を終えてから，工事に着手することになる。
　平成１９年度に，測量に着手したいと考えている。

　市道南原音谷線の水路の暗きょ化については，地先土地所有者や
水利関係者の同意が得られるようであれば，自治会長等が代表者と
なって，所定の要望書を提出していただき，その後，測量・設計を
行い，２０年度以降で工事に着手していきたい。
　また，市道城渡吉光線についても，請願道路として，土地所有者
や水利関係者の同意が得られるようであれば，所定の要望書を提出
していただき，要望書が提出された後，測量・設計を行うこととな
るが，香東川左岸堤防上の道路のため，県の工事許可協議を経て，
全ての土地分筆登記および所有権移転登記を終えてから，工事に着
手することになる。今年度は，測量に着手したいと考えている。

7 ＣＡＴＶの整備
ＣＡＴＶの香南地区へのエリア拡
大

香南地区では，防災行政無線を平成５年４月より運用しています
が，高松市との合併に伴い市域が拡大したものの，他地区との情報の
共有はできておりません。

また，当地区の一部地域では，インターネットの利用もままならな
い状況であり，このような状況では，情報格差がますます拡大し，若
者の定住に支障を来たしているのではないかと住民から指摘されてお
ります。

このようなことから，合併特例債を活用し，高松市の直営事業とし
て早期に香南地区をＣＡＴＶの供用エリアとするよう要望するもので
す。

7 広聴広報課

　ＣＡＴＶの整備については，機器管理や財源的な問題か
ら，これまで株式会社ケーブルメディア四国が事業主体と
なってきた。今後，合併町への視聴エリア拡大についても，
当社を事業主体と考えており，現在，事業費の算定を始め，
利用者の状況や運営における採算性の把握方法，整備に当
たっての国の補助や市債などの財源の検討などを，協議して
いるところである。
　このＣＡＴＶ網の整備は，多額の経費を必要とすることか
ら，株式会社ケーブルメディア四国の経営状況を踏まえ，利
用料収入やランニングコスト等を含め，持続可能な整備計画
（案）を策定し，主要事業計画や１９年度予算審議を経る中
で，整備促進に努めていきたい。

　ＣＡＴＶの整備については，これまで，事業主体となる株式会社
ケーブルメディア四国と，事業費の算定などについて協議を行って
きているが，この整備には，多額の経費を必要とするため，整備後
における利用予測を把握することが重要となる。
　このことから，平成１９年度において，「合併地区ケーブルテレ
ビニーズ調査」のための予算を計上しており，調査については，既
に５月中旬から６月中旬にかけて，香南地区の全世帯の約半数
（１，３６３世帯）を対象として実施したところである。
　現在，その集計を行っており，今後，この調査結果を基に，持続
可能な整備のあり方等について，株式会社ケーブルメディア四国と
協議していくこととしている。

6市道の整備6
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